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一
つ
目
は
、
「
農
業
水
利
施
設
を

活
用
し
た
小
水
力
等
発
電
基
本
整
備

計
画
（
以
下
、
基
本
整
備
計
画
）
」

と
「
農
業
水
利
施
設
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以
下
、

県
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
」
の
策
定
で
す
。

基
本
整
備
計
画
は
、
過
年
度
に
導

入
可
能
性
を
調
査
し
た
地
区
情
報
や

施
設
整
備
し
た
地
区
事
例
、
さ
ら
に

は
導
入
推
進
の
目
標
及
び
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
方
策
等
を
示
し
た
、

い
わ
ば
県
の
羅
針
盤
と
も
言
え
る
計

画
で
す
。

一
方
、
県
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
具
体

的
な
導
入
に
向
け
た
各
種
調
査
の
手

法
、
活
用
で
き
る
補
助
事
業
紹
介
等
、

実
務
担
当
者
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
資
料
を

活
用
の
上
、
発
電
導
入
の
加
速
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
福
島
県
農
業
水
利
施

設
小
水
力
等
発
電
導
入
推
進
協
議
会

（
以
下
、
協
議
会
）
の
設
立
に
つ
い

て
で
す
。
本
協
議
会
は
、
土
地
改
良

区
、
市
町
村
、
国
、
土
地
連
、
県
を

会
員
と
し
、
土
地
連
及
び
県
が
事
務

局
と
な
っ
て
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
導
入
可
能
性
調
査
の
進
め
方
や

適
地
の
探
し
方
、
複
式
簿
記
な
ど
の

研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
専
門
技
術

者(

メ
ー
カ
ー
等)

を
派
遣
し
、
発
電

導
入
に
直
結
す
る
調
査
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
！
随
時
、

ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
課
ま
た
は
各
農
林
事
務
所
農
村
整

備
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
村
計
画
課
】

２０１４年（平成２６年）８月２８日 第６１号

第 ６１ 号

発 行 所

福 島 県 農 林 水 産 部

農 村 計 画 課

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

農
業
水
利
施
設
を
活
用
し
た
小
水
力
等
発
電
は
、
農
業
用
水
利
施
設
の
維
持

管
理
費
等
の
軽
減
に
有
効
で
あ
り
、
特
に
平
成
24
年
７
月
よ
り
固
定
価
格
買
取

制
度
が
開
始
さ
れ
、
速
や
か
な
発
電
導
入
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
小
水
力
等
発
電
導
入
推
進
に
向
け
た
最
近
の
動
き
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
玉
村
の
三
ツ
森
た
め
池
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
堤
体
天
端
の

中
央
部
に
亀
裂
が
生
じ
、
貯
水
機
能

が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
し
た
。

復
旧
に
つ
い
て
は
、
堤
体
構
造
の

安
定
を
図
る
た
め
、
た
め
池
の
上
流

部
及
び
下
流
部
に
押
さ
え
盛
土
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
地
震
で
遮
水
ゾ
ー

ン
が
損
傷
を
受
け
た
た
め
、
上
流
押

さ
え
盛
土
は
、
遮
水
性
材
料
で
築
造

し
て
い
ま
す
。

県
北
地
域
で
は
、
除
染
事
業
が
各

地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
労
働
者

を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
、
ま
た
、

砕
石
な
ど
の
資
材
調
達
に
苦
慮
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
理
解
の
も
と
、
一
日
も
早
い

完
成
に
向
け
、
関
係
者
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
県
北
農
林
事
務
所

農
村
整
備
部
】

白
河
市
土
地
改
良
区
は
、
福
島
県

南
部
に
位
置
し
、
水
田
・
畑
約
２
，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
受
益
地
と
し

て
お
り
ま
す
。

管
内
に
は
、
白
河
で
も
有
数
の
穀

倉
地
帯
、
五
箇
地
区
が
あ
り
、
阿
武

隈
川
の
五
箇
堰
よ
り
取
水
し
て
い
ま

す
。五

箇
堰
は
、
地
区
内
約
３
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
か
ん
が
い
機
能
を
担
う

施
設
で
あ
り
、
築
造
後
30
年
以
上
を

経
過
し
た
た
め
、
５
年
の
工
事
期
間

を
費
や
し
、
平
成
24
年
度
に
堰
改
修

が
完
了
し
ま
し
た
。

幹
線
水
路
は
７
km
で
、
11
基
の
取

水
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

現
在
も
、
水
利
施
設
整
備
事
業
に
よ

り
、
各
取
水
ゲ
ー
ト
・
水
路
の
改
修

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
小
学
校
で
は
社
会
科
の
授
業
で

施
設
見
学
を
実
施
し
て
お
り
、
用
水

路
の
仕
組
み
や
設
備
、
配
水
調
整
等

に
つ
い
て
、
地
域
教
材
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ

た
農
業
生
産
の
基
盤
、
水
利
施
設
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
、
地
域
農
業

の
振
興
に
協
力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

―

地
域
を
う
る
お
す
水
利
施
設
と
共
に

―

白
河
市
土
地
改
良
区

事
業
係
長

武
藤

謙
治
さ
ん

完成した五箇堰の上で撮影（明治時代）

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

小
水
力
等
発
電
導
入
を

本
気
で
考
え
ま
せ
ん
か
！

【特集】

今の姿。事業できれいになおりました。

昭和40年代の五箇堰の姿

これってどう動くの？授業で小学生が見学。

ふ
く
し
ま
復
旧
便

―

県
内
か
ら
の
お
便
り

―

県

北

三
ツ
森
た
め
池
の

災
害
復
旧
工
事

広くて平坦だった

地震前の堤体天端。

地震で亀裂と段差が。

巨大地震の威力を

物語っています。

今は復旧して、亀裂も段差もなくなっています。

協議会会長の櫻田土地連専務

理事が、「再生可能エネルギー

を積極的に導入し、土地改良施

設の維持管理費の経費節減を図

り、農業農村の活性化に繋げた

い」とあいさつしました。
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水
産
課
に
は
、
現
在
２
名
の
農
業

土
木
職
員
が
配
属
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
本
県
沿
岸
に
お
け
る
震
災

関
連
が
れ
き
の
回
収
事
業
で
す
。

沿
岸
漁
業
の
本
格

操
業
開
始
時
に
支
障

と
な
ら
な
い
よ
う
、

津
波
に
よ
り
漁
場
に

流
出
し
た
が
れ
き
を

作
業
船
等
を
使
っ
て

回
収
す
る
も
の
で
す

が
、
対
応
で
き
る
建

設
業
者
が
限
ら
れ
て

お
り
、
他
の
震
災
復

旧
関
連
工
事
同
様
、

計
画
ど
お
り
に
進
め

る
こ
と
が
難
し
い
状

況
で
す
。

次
に
、
水
産
種
苗

研
究
・
生
産
施
設
の

復
旧
事
業
で
す
。

本
県
に
は
、
水
産
種
苗
研
究
所
と
、

ヒ
ラ
メ
や
ア
ワ
ビ
等
の
放
流
用
種
苗

を
生
産
す
る
施
設
が
大
熊
町
に
併
設

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
う
え
、
帰
還

困
難
区
域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
地
で
の
復
旧
が
困
難
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
復
興
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
新
た
に
相
馬
市
内
に
場
所

を
移
し
て
震
災
前
と
同
等
の
機
能
を

持
っ
た
施
設
の
復
旧
を
進
め
て
い
ま

す
。

今
年
度
か
ら
来

年
度
に
か
け
て
実

施
設
計
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
の
建

設
工
事
を
経
て
平

成
29

年
度
の
開
所

を
目
指
し
て
い
ま

す
。

【
水
産
課蓬

田
直
樹

平
野
晃
史
】

平
成
26
年
８
月
１
日
に
12
回
目
と

な
る
農
業
農
村
整
備
事
業
成
果
発
表

会
を
郡
山
市
の
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
県
、
市

町
村
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
者

約
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
新
潟
大
学
フ
ェ
ロ
ー

の
有
田
博
之
氏
か
ら
「
災
害
復
旧
に

お
け
る
経
験
の
継
承

現
場
知
の
体
系

的
蒐
集
・
整
理
」
と
題
し
て
、
災
害

時
の
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
知
恵

と
そ
の
知
恵
の
継
承
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
支
援
２
年
目
と
な
る
秋

田
県
の
池
田
剛
志
氏
か
ら
支
援
業
務

の
内
容
や
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
、

秋
田
県
の
紹
介
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
成
果
発
表
で
は
、
災
害

復
旧
・
放
射
性
物
質
対
策
・
た
め
池

積
算
の
検
討
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
15

件
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
農
業
農
村
整
備

に
係
る
関
係
者
が
、
県
内
共
通
の
課

題
や
、
様
々
な
取
組
み
な
ど
の
情
報

を
共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く

予
定
で
す
。

【
農
村
計
画
課
】

２０１４年（平成２６年）８月２８日 第６１号

７
月
４
日
に
広
報

研
究
会
へ
参
加
し
て
、

「
写
真
の
大
き
さ
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
」

「
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
余
白
を
大
事
に
す
る
」

「
写
真
の
魅
力
を
引
き
立
て
る
言
葉
や
言
い

回
し
を
用
い
る
」
な
ど
、
貴
重
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
内
容

を
、
今
回
の
紙
面
に
活
か
し
て
み
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

前
回
の
第
60
号
と

比
べ
て
感
想
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
編
集
担
当

Ｍ
・
Ｎ
）

『農
空
間
』と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整

備
事
業

八
沢
地
区
は
、
相
馬
市
及
び

南
相
馬
市
鹿
島
区
に
跨
が
る
地
域
で

あ
り
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
八
沢
浦
干
拓
事
業
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
水
田
地
帯
で
し
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

津
波
に
よ
り
集
落
流
出
、
地
盤
沈

下
と
排
水
機
場
の
機
能
喪
失
に
よ
る

湛
水
。
先
が
見
え
な
い
中
、
遠
く
四

国
の
愛
媛
県
よ
り
平
野
貴
司
さ
ん
が

福
島
県
の
支
援
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
着
任
１
年
目
、
八
沢
地
区
採

択
に
向
け
た
地
元
調
整
や
、
関
係
機

関
と
の
協
議
調
整
を
進
め
、
何
度
も

大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
一

歩
ず
つ
前
に
進
み
平
成
25
年
度
に
は

工
事
発
注
に
向
け
た
設
計
～
債
務
工

事
設
計
書
作
成
、
そ
し
て
今
年
６
月

に
八
沢
地
区
債
務
工
事
が
契
約
・
着

工
へ
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
は
現
在
３
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
１
年
目
の
採
択
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
が
最
も
つ

ら
い
時
期
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か

し
、
膨
大
な
業
務
を
抱
え
て
も
、
つ

ら
い
姿
を
見
せ
ず
に
こ
な
し
て
し
ま

う
愛
媛
県
の
平
野
さ
ん
の
福
島
復
興

へ
の
想
い
！
福
島
へ
の
愛
！
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
相
双
農
林
事
務
所
】

福
耕
支
援
隊
情
報

～
愛
媛
県

平
野
貴
司
さ
ん
～

農
地
管
理
課
は
13
人
体
制
で
、
国

営
調
整
・
施
設
管
理
・
用
地
換
地
の

従
来
か
ら
の
業
務
に
加
え
、
一
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
水
土
里
の
防

災
力
ア
ッ
プ
運
動
」
と
「
農
業
用
ダ

ム
・
た
め
池
の
放
射
性
物
質
対
策

(

た
め
池
除
染)

」
を
担
当
し
て
い
ま

す
。「

水
土
里
の
防
災
力
ア
ッ
プ
運
動
」

は
、
「
災
害
に
備
え
る
「
防
災
」
だ

け
で
な
く
、
想
定
外
の
災
害
に
対
し

て
も
少
し
で
も
被
害
を
減
ら
す
「
減

災
」
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
」

と
の
大
震
災
で
得
た
教
訓
を
活
か
し
、

地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
を
促
進
す

る
た
め
、
た
め
池
の
耐
震
性
検
証
に

加
え
、
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
・

整
備
な
ど
地
域
で
の
意
識
向
上
の
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
活
動
で
す
。

ま
た
、
「
農
業
用
ダ
ム
・
た
め
池

の
放
射
性
物
質
対
策
」
は
、
農
業
再

生
の
た
め
緊
急
の
課
題
で
す
が
、
今

年
度
か
ら
「
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
」
に
よ
り
実
施
可
能
と
な
っ
た
た

め
、
市
町
村
等
で
本
格
的
な
対
策
が

速
や
か
に
行
え
る
よ
う
技
術
実
証
試

験
の
実
施
や
農
水
省
・
復
興
庁
と
の

調
整
に
日
夜
東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
農
地
管
理
課
を
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
県
関
係
各
課
の
紹
介

～
農

地

管

理

課
～

課
長

野
内
芳
彦

疲れていても笑顔の農地管理課のメンバー

水

産

課

便

り

作業船から一つ一つ流木を拾い上げます。

松川浦に立木やガレキがたくさん流されてきて、浮いています。

新たに生まれ変わる水産種苗研究所

（写真は以前の研究所）

ト

ピ

ッ

ク

ス

○
第
12
回
成
果
発
表
会
を
開
催

排水機場が動かないため、小型ポンプで海水を排水しました。

地区住民の皆さんへ工事の計画を丁寧に説明しました。（右：水色シャツが平野さん）


